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1　 は じめに

　オ ゾンをは じめ とする大気微量成分の ， 赤道域

成層圏における分布は ， QBO （準二 年周期振動）や

SAO （半年周期振動）の 影響を受けながら変動し

て い る ．

　SMILES （超伝導サブミ リ波リム放射サウン ダ）
に よる観測は ， オゾン の緯度高度分布のダブル ピー

ク構造 （
“

rabbit 　ea ［rs
’］

；図 1）をよ く捉えて い る．発

表者らはこれまで の解析で
，
SMILES 観測の期間

中 ，
SAO の位相によ っ て構造が変化する様子 を示

し
，
また

， 他の衛星観測 MLS （マ イ クロ波リム サウ

ン ダ）の 数年分の データも用い る こ と で
，　 QBO

の 位相 との 関係を示 し て きた （内藤 他 ，
2012 年度

春季大会 C167など）．

　こ の よ うに QBO や SAO の 位相に よ っ て大気

微量成分の 分布が変わ る仕組み に つ い て は
， 鉛直

移流に よる効果が考え られ るが
，
生成消滅反応の

速度の変化に よる効果 も考慮しな ければな らな い ．

内藤 他 （2012 年度春季大会 C167 ）で は化学輸送
モ デル の データを用い て

，
オ ゾン の 分布に対する

こ の 二 つ の 効果の 大きさを評価しようと試みたが
，

そもそも現実大気 で起 こ っ て い るこ とにつ い て の

理解が未だ不足 して い る．

　そ こ で 本研究で は
，
SMILES な どの 観測データ

に戻っ て 解析を進め
，QBO と SAO の 位相の組み

合わ せが どの よ うな子午面循環を通して大気微量

成分の分布に影響を及ぼ して い るかに つ いて の理

解を深める こ とを 目的とす る．
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2　使用 データ

　使用データは SMILES と MLS によっ て観測さ

れたオ ゾンなどの微量成分の混合比 ， 期間はそれ

ぞれ 2009 年 10 月〜2010 年 4 月 ，
2004 年 8 月〜

2011 年 12月で ある ．い ずれ も日毎 ・高度毎に 緯度
で ビニ ン グして帯状平均した もの を解析に用い る．

3　解析結果

　図 2 に
，
10hPa での オゾン混合比の時間緯度断

面を示す．SMILES が観測 して い た 2009 年後半
〜2010年前半にか けて ダブル ピーク構造がよ く見
えて い た ．2005 年や 2007 年に も似た よ うな傾向
が見て取れ る．

　HCI はオゾン とは逆に 低緯度で極小 とな っ てお

り
，
その極小の ピークがや は りダブル ピークに な

る，本講演で は
，
生成消滅反応に よ る影響を比較

的受け に くい と考え られる HCI に つ い て の解析

結果を さ らに紹介する予定である ．
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図 1： SMILES に よっ て 観測され た オ ゾン 混合比 の 子午面

分布．（左）2009 年 10月 12 日（SAO 西風相）．ダブル ピーク

が見え る ．（右）2010年 1月 1 日 （SAO 東風相）．ダブル ピー

クが消 えて い る．
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図 2： MLS に よっ て観 測され た 10　hPa に お け る各分子種

混 合比 の時 間緯度断面 （上）オ ゾン （単位は ppmv ），（下）
HG 亘（ppbv ）
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